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　先日、奄美大島を訪ねる機会があっ
た。奄美市の市街地からほど近い大熊
地区の山間にある陸上自衛隊奄美駐屯
地を少し離れた場所から見ることが出
来た。2019年に離島防衛体制強化とし

て開設され、地対艦誘導弾・地対空誘導弾運営部隊が主
力らしく、その移動式のミサイル発射装置も見えた。また、
基地内に「ながーい建物」があり、何かと尋ねたら300ｍも
離れた的を狙える室内射撃訓練場とのこと。最大都市の
奄美市からすぐ近くにこうした基地があることの不安感。
翌日は南部の瀬戸内町古仁屋港からサンゴ礁の見学に参

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、労働者福祉運動にご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げ
ます。
　昨年は、能登半島地震をはじめ水害や台風被害などが各地で発生しまし
た。防災の知識と備え、被災後のきめ細やかな支援策の大切さを感じます。
　世界は混迷を増し、きな臭い空気が東アジアをも覆うように見えます。
戦争は最悪の環境破壊、人権侵害、差別です。平和・人間の安全保障こ
そが労働者福祉の基盤です。折しも、2025年は国連の「国際協同組合年」
です。「人間の安全保障」に果たす、協同組合や労働者福祉運動への理解
と共感を得て社会的連帯を拡げる機会にしていきます。
　さて、全国での重要な取り組みは、少子化の一因といわれる高等教育
費の負担や奨学金の利用と返済の問題などを改善するための、団体賛同・
個人署名です。①すべての学生を対象に、大学等の高等教育学校「授業
料半減」、②大学等就学支援制度の拡充、③奨学金返済の負担軽減を求
めています。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　県内の取り組みでは、社会福祉施設へタオルを届ける「タオル一本運
動」へ1,540本もの支え合いを寄せていただき７か所の社協や施設へ届け
ました。また「フードバンク鹿児島」と協働した留学生への支援や「消費
者ネットかごしま」との連携、生活困りごと相談の「安心ネットかごしま」

などに取り組み、労働者・生活者の連帯
と福祉の向上を図りました。
　物価高で生活が厳しい時こそ、分かち
あい支えあう社会的連帯経済が大切です。
　県労福協は「福祉はひとつ」を合言葉に、
連帯、協同の輪を拡げる活動を進めます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。
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加したが、古仁屋から加計呂麻島の間の大島海峡には７～
８隻の船がいて避難でもしているのかと思ったら、地元の
人曰く「海底の砂や砂利を引き上げる作業船で、引き上げ
たものは沖縄の辺野古に持っていくらしい」とのこと。また、
10月には徳之島でも軍事訓練は行われている。国際的絶
滅危惧種（95種）が多く生存しその生物多様性から、世界
自然遺産に認定されている自然豊かな奄美群島と、進む基
地化は相容れない。美しく平和な島であり続けてほしいそ
んな思いを持ちながら離島した。お土産に買ってきた黒糖
焼酎を美味しくいただける幸せ、こんなごく当たり前のこ
とが続けられる平和な１年であることを願ってやまない。

社会的連帯を拡げる

今年もよろしく
お願いします  

理 事 長 下　町　和　三
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賃上げが
あたりまえの社会
　　連合鹿児島　会長

　下　町　和　三　

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　皆様には、連合鹿児島、各地域協議会の取り
組みにご理解とご協力を賜り誠にありがとうご
ざいます。
　昨年は、能登半島の地震や水害、国内外で自
然災害が頻発しました。世界は主要国の対立、
戦争や紛争に加え、政治も大きく動き、日本で
は衆議院が「宙づり議会」となりました。
　地球環境問題への真摯な取り組みや、国家間、
国民間の分断を招かない外交・内政が肝要です。
　今年は、敗戦から80年「平和をつくる。戦争を
しない、させない、巻き込まれない。」恒久平和
への決意を皆様と共有いたします。
　連合は、2025春季生活闘争方針で「めざす賃上
げ水準は、ベースアップ３％以上、定期昇給相
当分を含め５％以上。中小企業労組は、格差是
正分を含め１万８千円以上・６％以上目安」を提
起しています。
　動き始めた賃金、経済、物価を安定した巡航
軌道に乗せ、全ての働く人の持続的な生活向上
をはかり「賃上げがあたりまえの社会」をめざし
ます。
　本年が皆様にとり最良の年になることを祈念
します。どうぞよろしくお願い申し上げます。

新年のごあいさつ
　　九州労働金庫
　　　鹿児島県本部　本部長

黒　江　嘉　文　

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　日頃より、九州労働金庫をご愛顧いただき、
心から深く感謝を申し上げます。いつもご利用
ありがとうございます。
　昨年は、能登地方の大地震により、とても辛
く悲しいお正月となりました。皆さまにおかれ
ましては、健やかで穏やかな新年であるように
と強く願いつつ、「巳」をお迎えされたことと存
じます。未だ避難生活を余儀なくされている方々
には、一刻も早い復興をお祈り申し上げます。
　現在、ＩＴ化やフィンテックの進展、SDGsの
浸透などによって新しい価値観や消費行動が急
速に浸透しています。また金融・経済面では物

価や金利が上昇基調を辿っており、新しい局面
を迎えようとしています。九州ろうきんでは、
このような変化に適応するため第８期中期経営
計画の一つとして「エンゲージメント強化宣言」
を掲げ、会員・お客さま・地域との関係を強め、
新たな「絆」を紡いでいく運動と事業を進めてま
いります。
　いつの時代であっても、九州ろうきんは勤労
者に寄り添い、個々のライフスタイルに合った
資産形成のお手伝いをすることが第一の使命で
あり、10年後20年後に「九州ろうきんに相談し
て良かったー」と実感していただけるよう職員一
同、取り組む所存でございます。
　本年も、夢と共感を創造する「しあわせ創造運
動」を理念とし、勤労者の可処分所得向上に寄与
する運動を展開してまいります。「つながるあし
た　ひろがるみらい」そして風は南から…。本年
も「ツカエルろうきん　みんなのろうきん」をど
うぞよろしくお願い申し上げます。

新年のごあいさつ
　　こくみん共済 coop ＜全労済＞
　　鹿児島推進本部　本部長

榮　留　道　夫　

　新年おめでとうございます。いつも、こくみ
ん共済coopの運動にご協力を賜り、深く感謝い
たします。
　昨年も、能登半島地震・豪雨災害をはじめ全
国各地で自然災害が発生し、鹿児島でも、地震
や台風による住宅被害等が起こりました。被災
された方にお見舞いを申し上げるとともに、早
期の共済金お支払いに取り組んでまいります。
　昨年12月、日本被団協がノーベル平和賞を受
賞しました。改めて、核兵器廃絶と恒久平和を
希求しなければなりません。
　本年３月には、鹿児島県労済生協・鹿児島推
進本部が創立65年を迎えることとなります。
　労働者の生活向上と福祉共済活動の強化を図
るとの創立当時の原点を再確認し、理念である

「みんなでたすけあい、豊かで安心できる社会づ
くり」実現に向け、協力団体の皆さんと一緒に
なった運動を展開していきます。
　また、社会課題の解決への貢献活動を引き続
き進めます。これまでと変わらぬご指導・ご協
力をお願いいたします。
　この１年の組合員・協力団体の皆さんのご多
幸とご発展を祈念し、新年の挨拶といたします。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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ごあいさつ
　鹿児島県
　生活協同組合連合会
　会長理事
　　　　上城　秀人

　謹んで新年のお慶びを申し上げ
ます。旧年中は、鹿児島県生活協
同組合連合会の取り組みにひとか
たならぬご支援を賜りましたこと
深く感謝申し上げます。
　さて、鹿児島県生協連加盟の県
下10生協は、食の安心・食品の安
全を守る取り組みや、環境、医療・
福祉、平和、消費者被害をなくす
取り組みなどを通じ、組合員はも
ちろん広く県民の皆様が安心して
暮らせる地域社会づくりに努力し
ているところです。長引くロシア・
ウクライナの戦争やイスラエル・パ
レスチナ紛争、地球温暖化、円安
などの世界情勢の影響により、あ
らゆる商品やサービスの価格が値
上がりし私たちの暮らしは大変な
状況です。また、川内原発の稼働
延長や不安定なアジア情勢を念頭
にした南西諸島をはじめとした軍
備増強、あわせて予測不能で甚大
な被害をもたらす自然災害は、私
たちの「平和」や「暮らし」をさらに
脅かしています。
　私たちは豊かな社会実現のため
の様々な課題の実現に向けて、地
域に貢献できる消費者組織として
これからも役割を発揮できるよう、
微力ながら活動を進めてまいりた
いと思います。今後とも皆様方の
ご支援ご協力をよろしくお願いい
たします。

変革と平和
を願う
　鹿児島県
　退職者団体連合
　会長
　二牟礼 正博

　新春のお慶びを申し上げま
すとともに、皆様のご健康・
ご多幸をお祈り致します。
　今年こそは世界中の戦火が
止むことを願います。日本は
敗戦から80年。沖縄戦や広島・
長崎の被爆の惨状と、植民地
化したアジア諸国での戦禍の
実相を直視し、平和への取り
組みが求められます。
　先の総選挙の結果、政治が
大きく変わろうとしていま
す。これまでの政治によって
地方は疲弊し、実質賃金は上
がらず、公的年金の抑制や高
齢者の医療・介護は利用者の
負担増が進んでいます。
　少数与党の国会にあって
は、与野党が真摯に向き合い、
政策本位の議論を通じた合意
形成が強く望まれます。私た
ちの暮らしを支える社会保障
や税制度、農林水産業、教育
など多くは政治によって決まります。
　今夏の参議院選挙において、政治変革の流れを確かなもの
にするため、私たちの代表を送り出す戦いに全力で頑張りま
す。
　本年も健康第一に会員の交流を深め、誰もが安心できる福
祉社会をめざして活動しますので、よろしくお願い申し上げ
ます。
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私もひとこと
　各職場で活躍されている組合員の皆さ
んから、２０２5年の抱負が寄せられました。
本年も実り多い一年でありますよう祈念
しつつ、ここに紹介させていただきます。

新年を迎えて新年を迎えて

新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。皆様に
おかれましては、健やか
なお正月をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
　辰年だった昨年、皆様
は風雲昇り龍のごとく運
気上昇なったでしょう
か？　私は、50歳を過ぎ

超絶な体のガタを実感した一年でした。気力だ
けは負けないようにと乗り越えることが出来ま
したのも、多くの組合の仲間の皆様の支え、職
場の仲間の支えがあったからこそと感謝してお
ります。そして、家族の支えなくして今はなし
と感謝に次ぐ感謝の一年となりました。今年
は、健康第一、仲間第一、家族第一、団交勝利
第一、金運第一などなど「第一づくし！どれも
一番！の、てんこ盛り」で元気に闘いのワンダー
ランドで幸せに生きたいと思っております。皆
様、定期的な人間ドック受診、少しでも体調に
変化や不安が生じたときは早め早めの身体総点
検を必ず行ってください。早いに越したことは
ない！　そうすることによって、あなたも幸せ、
家族も幸せ、仲間も幸せ。社会福祉への貢献は、
まずもって己の健康からです。健康な体と心が
社会福祉への最大の貢献です！　本年も、よろ
しくお願いいたします。感謝！
　　

新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。
　昨年2024年の運輸業界
は、改善基準などの運転
者にかかわる法改正や物
価高を背景にしたコスト
増、労働人口減少にとも
なう労働供給のひっ迫、
気候変動問題への対応な

ど、企業活動を取り巻く環境や働く私たちの生
活環境がめまぐるしく変化する年でした。
　昨年の労働組合活動では、そのようなとりま
く環境の変化やさまざまな意見集約の場とし
て、県内離島含めた地域単位でジェンダー平等

推進委員会（女性委員会）を企画し、多くの女性
組合員の参加をいただきました。開催して感じ
ることは、双方向のコミュニケーションの時間
や組合員同士のつながりを持つ場をつくること
で、組合員の方々の働きがいなどのモチベー
ションにつながるということ。そして、組合員
の方々から直接お話を伺うことで、自分自身に
も多くの気づきや学びを得ることができまし
た。
　2025年も、より多くの方が組合活動を理解し
参加いただけるよう、そして活動を通していた
だいた声が職場環境改善につながるよう、デジ
タルもうまく活用しながら、関係団体と連携を
図り邁進してまいりたいと思います。
　本年も皆様にとりまして飛躍の年になること
を祈念し、新年のごあいさつとさせていただき
ます。

新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。
　皆さまにおかれまして
は、輝かしい新年をお迎
えになられたこととお慶
びを申し上げます。
　昨年、労働金庫鹿児島
県本部は設立70周年を迎
え、記念イベントも盛大

に開催させていただきました。一言で70周年と
言いましても、多くの先輩の皆さま方の血の滲
むような努力と脈々と引き継がれた労金運動の
歴史の賜物でもあります。私たちは、先輩方の
思いを受け継ぎ、次の時代を担う若者へ繋げて
いく覚悟でございます。今や金融市場は“金利
のある時代”が到来してまいりましたが、海外
や日本の経済動向、物価の動向等、不安定要素
も多くあります。組合員やご家族の皆さまをは
じめ、労働金庫を利用していただいております
会員の皆さまに、これからも選び続けられる金
融機関“ろうきん”であり続けるために県本部推
進委員会ならび地域推進委員会は、より一層努
力をしてまいります。
　今年一年が皆さまにとりまして、飛躍の一年
となりますようご祈念申し上げ、新年のごあい
さつとさせていただきます。　

連合鹿児島執行委員
全水道鹿児島水道労働組合

執行委員長
古殿　義輝

九州労働金庫
鹿児島県本部推進委員会

推進委員長
鎌田　純孝

運輸労連
ヤマト運輸労働組合
鹿児島支部執行委員

宮田　真紀子
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新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。
　皆さまにおかれまして
は、健やかに新年をお迎
えのことと存じます。
　私は、ろうきん大島支
店の青年・女性推進委員
長を仰せつかっておりま
す。

　ろうきん大島支店の青年・女性推進委員会で
は、毎年様々なイベントを計画・実施していま
す。
　離島であるが故、利用できる施設が少なく、
これまで役員の方と協力して手作り感満載の企
画や学習会を実施してきました。例えば、新
型コロナウイルスによる自粛明けのイベントで
は、ミニ縁日を開催し、〇×クイズでろうきん
の学習会をしたり、ゴム鉄砲を使って射的をし
たり、大きな口を開けたツカエルさんの絵にフ
ライングディスクを投げ、的に当てた数や口に
入った数で景品をプレゼントしました。使った
ゴム鉄砲や絵、フライングディスクはすべて手
作りです。企画・準備はとても大変ですが、会
員の皆さまの楽しそうな顔を見ると、やってよ
かったという充実感と、次は何をしようかとい
う意欲が湧いてきます。
　今後も委員会を中心に意見交換をしながら、
会員の皆さまの力になれるような学習会やイベ
ントを企画してまいります。
　今年一年が皆さまにとって良い年になります
ようご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

　
新年のごあいさつ
　新年あけましておめで
とうございます。皆様に
おかれましては、お健や
かに新年をお迎えのこと
と存じます。
　さて、新型コロナウイ
ルス感染症以降、世間の
常識が大きく変わり、ラ
イフスタイルの変化を余

儀なくされましたが、私たちも新しい環境に順
応し、対応していかなければならない中だから
こそ、職員間の繋がりや結束が何よりも必要に
なってくると思います。
　私自身も執行委員長２期目を迎え、より一層
の職場環境改善や組合員の労働条件向上を目指
して執行部一丸となり組合活動を活発化し、組

合員にとって、多様化していく職場環境の中で、
働きやすい環境づくり、働きたいと思われる環
境づくりを目指していきたいと思います。
　最後に今年一年が、皆様にとって輝かしい年
となることを祈念し新年のご挨拶とさせていた
だきます。

新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。
　私は、鹿児島トヨタ労
働組合で執行委員長をし
ております前田と申しま
す。
　2024年 １ 月 １ 日 に 鹿
児島トヨタ自動車㈱とグ
ループ会社であったネッ

ツトヨタ南九州㈱が合併し、新・鹿児島トヨタ
自動車㈱としてスタートを切りました。
　それに伴い、それぞれ２社の労働組合も統合
をして、新・鹿児島トヨタ労働組合として１年
間活動してまいりました。
　同じ会社の社員となりましたが、まだまだお
互いを知らない部分もある中で、８月には組合
主催で、組合員とその家族を招待しての文化祭

（親睦会）を開催し、とても有意義な時間を過ご
す事が出来ました。
　今後も会社とはまた違った視点で、組合員同
士の交流を深め、チームワークを磨き上げ、ま
ずはそこで働く自分たちが生き生きと活躍でき
る労働環境を整えていきます。
　結果、仕事（モビリティ）を通して、お客様と
地域の皆さまのお役に立てればと考えていま
す。
　また、これから少子高齢化が進み労働人口が
減っていく中で、一人ひとりに合った“柔軟な
働き方”が重要となっていきます。
　組合としても、働き方の多様化を模索し、議
論し、少しでも、働きやすい、安心して働き続
けられる“職場”の向上を目指して、組合員とそ
の家族の為に日々精進していきたいと思いま
す。
　皆様のご健康とご多幸を心からお祈り申し上
げ、新年のあいさつといたします。
　共に頑張りましょう！

龍郷町職員組合
執行委員長

森山　智大

鹿児島トヨタ労働組合　
執行委員長

前田　祐輔

九州労働金庫大島支店
青年・女性推進委員会

推進委員長
壽　章子
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　　　鹿児島地域労福協　会長　
德留　克洋　

　新年あけましておめでとうございま
す。
　かねてから鹿児島地域労福協の活動
にご理解とご協力をいただいておりま

すことを心から感謝申し上げます。
　さて、鹿児島地域労福協は、県労福協、連合鹿児
島地協とも連携して、主に介護教室や歴史探訪講座、
ライフプランセミナー、ボウリング大会やゴルフ大
会などを通じて、皆さまの学びと日頃の疲れの癒や
しの場としての活動を行っています。ご参加くださ
いました皆さま、大変ありがとうございました。今
後も様々な活動を通して、広く交流と学習ができる
環境づくりに努めてまいります。
　また、こくみん共済coopと九州労働金庫は、皆
さまの生活の一助となるべく運動を推進してまいり
ますので、これまで以上のご利用もよろしくお願い
します。
　2025年が皆様にとって幸多き年となることをお
祈りしまして、新年のご挨拶といたします。

　　　南薩地域労福協　会長
野入　慈峰　

　新年あけましておめでとうございま
す。
　日頃より南薩地域労福協の運動にご

理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。
　昨年も賃上げが物価高に追いついていない状況で
した、今こそ政治において可処分所得の向上ができ
る政策を実現してもらいたいです。
　南薩地域労福協は働く者やその家族の皆さんの福
祉向上のため、働くことを軸とする安心社会の実現
のために関係団体と一体となって地域によりそった
運動を取り組んでまいります。
　最後に自然災害のない安心・安全な暮らしと組合
員の皆様が今年一年元気に過ごされることを祈念申
し上げ新年のあいさつとします。

　　　北薩地域労福協　会長
松元　陽子　

　新年あけましておめでとうございま
す。 日頃より、北薩地域労働者福祉
協議会の活動にご理解・ご協力を賜り

まして、感謝申し上げます。 昨年は、県内の４分
の３の企業が賃上げを行い、その理由として最も多
いものが人材確保・人手不足の解消でした。
　また、物価上昇が止まらず、実質賃金は上がるど
ころかマイナスが続いているといえます。学校現場

でも就学援助費を受ける児童数が増加傾向にあり、
子育て世代が、厳しい生活を余儀なくされておりま
す。 労働者と家族が希望をもって安心して生活で
きるように、労働者福祉協議会の運動を一層推進し
てまいります。2025年が皆様にとって、幸多き１
年でありますことを祈念申し上げ、新年のあいさつ
といたします。

　　　姶良伊佐地域労福協　会長　
佐多　巌　

　新年明けましておめでとうございま
す。日頃より姶良伊佐地区労福協の運
動にご理解とご協力をいただき感謝申

し上げます。
　2024年の幕開けは北陸地方の大地震と羽田空港
での大事故から始まりました。北陸地方は水害も重
なり未だ復興がままならない地域があると伺いま
す。一刻も早く被災地のみなさんが安心して生活で
きるよう祈るばかりです。また、被災地の復興のた
め尽力されているみなさんと、支援者を送り出して
くださったみなさんの各職場でのご尽力に敬意を表
します。
　さて、私たちの暮らしは実質賃金が下がり続ける
苦しい現状です。頼みの政治は希望の見えない状況
です。自助には限界があり、労働者自主福祉運動な
どの共助の輪を広げることが求められています。労
働者福祉協議会は今後も働く者とそのご家族のため
に関係団体と連携を強化し2025年度の運動に取り
組んで参ります。
　最後に、今年１年が皆様にとって幸多き１年とな
りますようご祈念申し上げ新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

　　　大隅地域労福協　会長　
岩元　卓史　

　新年あけましておめでとうございま
す。
　日頃より大隅地域労福協の活動にご

理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
　昨年は、年始に発生した能登半島地震、８月に発
生した日向灘地震などにより、日ごろからの災害へ
の備えの大切さと共に、共助の大切さを痛感した１
年でした。また、昨今のエネルギーや原材料価格の
歴史的な上昇により、私たちの生活は苦しい状況が
続いており、労働者自主福祉活動などの共助の輪を
さらに広げることが求められています。
　大隅地域労福協といたしましては、働く者やその
ご家族の皆様の福祉向上のため、2025年も引き続
き関係団体と一体となって取り組んで参ります。
　最後に、本年が皆様にとって幸多い良き一年とな
りますようご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせてい
ただきます。

地域労福協から  年頭のごあいさつ地域労福協から  年頭のごあいさつ
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ニュース・ニュース・
ワードワード

セ
情
報
や
、
フ
ェ
イ
ク
画
像
・
動

画
な
ど
を
流
す
発
信
者
の
増
加
が

日
本
で
も
社
会
問
題
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
情
報
に
対
す

る
リ
テ
ラ
シ
ー
（
見
極
め
、
活
用

す
る
能
力
）
が
必
要
で
す
。

　

11
月
30
日
（
土
）、
ろ
う
き
ん
霧

島
支
店
の
「
い
お
ワ
ー
ル
ド
か
ご
し

ま
水
族
館
貸
切
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

姶
良
市
）

　

　

教
育
費
の
負
担
軽
減
に
署
名

し
ま
し
た
。
今
の
時
代
、
デ
ジ
タ

ル
を
使
え
ば
、
入
力
も
集
計
も
ス

ム
ー
ズ
か
と
思
い
ま
す
。
世
の
中

が
ス
ピ
ー
ド
上
げ
て
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
が
、
政
治
は
な
か
な
か
変

わ
ら
な
い
…
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
や
っ
て
欲
し
い
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
指
宿
市
）

　

労
金
カ
ー
ド
便
利
で
す
。
ロ
ー

ソ
ン
、
セ
ブ
ン
、
イ
オ
ン
の
各
銀

行
で
手
数
料
が
お
得
で
あ
り
が
た

い
。 

（
姶
良
市
）

アテンションエコノミー
　

人
々
の
関
心
や
注
目
（
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
）
を
集
め
る
こ
と
が
経
済
的

価
値
を
持
つ
と
い
う
経
済
学
上
の
概

念
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
情
報
量
が
爆
発
的
に
増
え
、
注
目

さ
れ
る
こ
と
自
体
が
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
発
信

に
、
多
く
の
視
聴
者
を
集
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
額
の
広
告
収
入
を
得

た
り
、
自
社
製
品
の
認
知
度
を
高
め

た
り
し
ま
す
。

　
閲
覧
数
を
稼
ぎ
収
入
を
得
る
た
め

に
、
他
人
の
人
格
を
お
と
し
め
る
ニ

読
　
者

読
　
者

か
ら
の

か
ら
の

声声

306306

　
ろ
う
き
ん
住
宅
ロ
ー
ン
、
借
り
換

え
手
続
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
伊
佐
市
）

　

今
年
も
12
月
に
入
っ
て
、
退
職
に

向
け
て
、「
こ
く
み
ん
共
済
」。
色
々

整
理
し
て
い
か
な
い
と
な
ぁ
ー
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
…
。（姶

良
市
）

　
い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
世
の
中
で
す

が
、
皆
が
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（霧

島
市
）

　　

７
６
７
号
を
読
ん
で
、
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
秋
の
保
障
点
検
に

行
き
ま
し
た
。
参
考
に
な
り
役
立
ち

ま
し
た
。 

（
南
さ
つ
ま
市
）

　　　熊毛地域労福協　会長
　下村　隆二　

　新年あけましておめでとうございま
す。
　日頃より、熊毛地域労福協の運動に
ご理解ご協力頂き、ありがとうござい

ます。
　昨年は地震や水害など災害が多く、備えの大事さ
を痛感させられる年となりました。
　熊毛労福協としましては、組合員の皆様のいざと
いう時の備え、可処分所得の向上に向け関係団体と
協力のもと、活動していきたいと思います。本年も、
様々な感染症がある中ではありますが、組合員の皆
様の集い語らう場をつくっていくよう努力してまい
ります。
　最後になりますが組合員の皆様、その家族の皆様
にとって、幸多き一年となりますよう祈念申し上げ、
新年の挨拶とさせていただきます。

　　　奄美地域労福協　会長
　本田　親臣　

　新年明けましておめでとうござ
います。
　日頃より奄美地域労福協の活動にご
理解とご協力をいただいておりますこ

とを心より感謝申し上げます。
　奄美地域労福協では昨年、チャリティーゴルフ大
会・バレーボール大会・奄美まつりパレード・歴史
探訪in瀬戸内町・料理教室（パッククッキング講座）
などたくさんの活動を通して多くの仲間とのつなが
りを再構築できた一年となりました。
　鹿児島県の最低賃金は過去最大の上げ幅となった
ものの、物価上昇に歯止めがかからず生活はますま
す困難な状況となっていますが、協力団体であるこ
くみん共済coopや九州労働金庫と連携を図り協力
しながら、働く方やその家族の福祉向上のために、
これからも活動してまいります。
　最後に、2025年が皆様にとって幸多い一年になりま
すようにご祈念申し上げ、新年のあいさつと致します。
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災害の発生直後は、食料品の需要が一時に集中し、食べ
物が思うように手に入らない恐れもあります。食料の備
蓄がとても重要ではありますが、多くの人がそこまでは
気が回らないのが現状です。フードバンクかごしまでは、
非常用備蓄食品を販売しています。省スペースで玄関な
ど場所を問いません。
 

１箱
10 食入っており、５年間保管できます。
マジックライスは水の入れ加減でご飯にも雑炊にもなる
ので、お年寄りやお子様にも好評です。
また、水でもお湯でも調理ができます。
いざというときの備えにどうぞ！

•マジックライス五目ご飯 ・・・・・５食
•マジックライス炒飯・・・・・・・２食
•マジックライスドライカレー・・・２食
•ビスコ缶詰・・・・・・・・・・・１缶

１箱で３日分です。

なぜ 3 日分？
災害発生から 3 日を過ぎると生存率が著しく下がってし
まうため、人命救助が最優先になるからです。

※直射日光および高温多湿な場所を避けて常温で保存してください。
香り、匂いの強いものと一緒に置かないでください。

※いずれの商品も賞味期限は製造日から 5 年となっております。お手
元に届く際には若干のずれが生じる場合がございます。

※パッケージなどは予告もなく変更になる場合がございます。 
※アレルギーをお持ちの方は相談してください。非アレルギー商品もあ

ります。

商品のご購入お問い合わせ　☎099-250-1550
　　　　特定非営利活動法人　フードバンクかごしま

備蓄
食品

フードバンクかごしま
非常用食品パック

当選は発送をもってかえさせて頂きます。

横：約27㎝×幅：約20㎝
×高さ：約17㎝
玄関など、場所を
選びません

省スペースに
収納

はい
28％

防災かるた 　 　　　出典：こくみん共済 coop　ＨＰより

新春特別
プレゼント

「ろうふくきょうクイズ」正解者の中から20人にプレゼント
締め切り、応募方法送り先はクイズと同様

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１　

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
い

ま
す

４　

首
都
は
ア
ン
カ
ラ

６　

丸
く
長
く
て
中
が
か
ら
っ

ぽ

７　

中
国
の
長
大
な
城
壁
、

…
…
の
長
城

８　

印
刷
物
を
と
じ
て
書
物
の

形
に
し
ま
す

10　

別
れ
「
お
…
…
し
ま
す
」

12　
「
魔
女
の
宅
急
便
」
の
主

人
公

13　

金
物
の
こ
わ
れ
た
所
を
ハ

ン
ダ
な
ど
で
修
理
す
る

…
…

15　

他
人
の
姓
名
の
下
に
つ
け

る
敬
語
の
一
つ

16　

節
を
つ
け
て
声
に
出
す

18　
『
破
戒
』
や
『
夜
明
け
前
』

を
書
い
た
作
家

21　
ロ
シ
ア
文
学
『
罪
と
…
…
』

22　

サ
ン
タ
さ
ん
の
乗
り
物

23　

も
ち
つ
き
道
具
の
一
つ

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１　

月
の
世
界
。
夢
の
…
…
旅

行

２　

対
義
語
は
「
優
位
」

３　

仕
事
や
舞
台
に
出
る
順
番

４　

初
詣
の
と
き
に
く
ぐ
り
ま

す

５　

お
せ
ち
料
理
の
一
つ
で
す

９　

春
の
七
草
の
一
つ
で
す

11　
「
か
け
っ
こ
」
な
ど
走
力

を
き
そ
う
競
技

14　

正
月
に
門
前
に
飾
り
ま
す

17　

こ
の
中
に
預
金
す
る
人
も

い
ま
す

18　

隣
の
…
…
は
青
く
見
え
る

19　

建
物
な
ど
の
土
台
。
…
…

工
事

20　

歌
番
組
な
ど
で
最
後
に
歌

う
人

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
前
田
美
祐
貴	

向
井
　
　
寛

　
佐
潟
　
義
彦	

米
倉
　
満
裕

　
日
高
　
亜
紀	

有
野
　
由
佳

　
今
村
　
朋
美	

松
山
　
隆
二

　
徳
淵
　
博
斗	

西
薗
　
幸
音

　
上
大
田
　
優	

中
島
　
信
久

　
下
村
　
直
之	

南
　
　
一
宏

　
内
匠
　
遥
楓	

池
松
　
早
苗

　
阿
久
根
陽
子	

牟
田
　
和
広

　
西
之
原
健
志	

鮫
島
　
　
恵

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
５

年
２
月
６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064
鹿

児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七　

六
階　

鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　

７
６
９
号（
12
月
）の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
94
通
で
、

94
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結

果
、
下
記
の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「トシツミヅキ（年積み月）」
または「トシミツヅキ（年満月）」


